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神房　美砂

　ルネ・シャールの戦後の代表作の一つ『イプノスの綴り』（₁₉₄₆）は、アル

ベール・カミュが監修するガリマールのエスポワール叢書から刊行された。こ

の作品はレジスタンス活動の最中に書かれた手帖を元にしており、シャールの

名声を一気に高めた。そしてこの頃からカミュとの親交が始まる。ダニエル・

ルクレールとパトリック・ネ監修の『ルネ・シャール事典』のカミュの項では

「₁₉₄₆年（『イプノスの綴り』の出版年）から₁₉₆₀年、すなわちカミュ逝去の年

までのシャールの人生において最も重要な人物の一人︵₁︶」と称されている。他

方、カミュは₁₉₄₇年にヴォクリューズ県にあるシャールの故郷リル・シュル・

ソルグを初めて訪れ、この地方に住居の購入を考える。それが実現したのはよ

うやく₁₉₅₈年、場所は同じヴォクリューズ県とはいえ少し離れたルールマラン

であったが、それまではシャールを介してリル・シュル・ソルグ周辺に度々別

荘を借りていた。また文学的には互いの作品を読むだけでなく、₁₉₄₉年にはア

ルベール・ベガンとともに『エンペドクレス』の創刊に携わる。さらにカミュ

の『反抗的人間』をめぐるブルトンやサルトルとの論争では、シャールはカミュ

を擁護し、₅₇年にカミュがノーベル文学賞を受賞した際には「私は一人の友人

について語りたい」を『フィガロ・リテレール』に寄稿する。カミュの方も₅₈

年に女優マリア・カザレスと、シャールの詩を朗読してレコーディング、さら

に₅₉年刊行のシャールの詩集のドイツ語版には序文を寄せている。スイスの写

真家アンリエット・グランダとカミュ、そしてシャールによる共作『太陽の後

裔』La Postérité du soleilは、このような交流の中で計画される。しかし長らく

出版まで漕ぎつけず、カミュの死後、₁₉₆₅年にようやくジュネーヴのエドヴィ

ン・エンゲルベルツ社からわずか₁₀₀部限定で出版された。

　この作品はヴォクリューズで撮影されたアンリエット・グランダによる写真
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とカミュのテクストで構成されており、写真は合計₃₀枚、うち₃枚はポートレー

トで、すべての写真にテクストが付けられている。シャールは序文と後書きを

寄せ、さらに写真の撮影地を示す目次代わりのトポグラフィを付けている。た

だし序文「刻々と」は、シャールが脚本を手掛けた短編映画『高みにて』のプ

ロローグだったもので、後に詩集『薔薇の木の棒』に収録される。一方、後書

き「ある友情の誕生と夜明け」はカミュの死後、この作品のために最初は録音

され、その後に修正され完成した散文で、主にはじめてシャールが南仏にカミュ

を迎えた日のこと、そして作品の計画から出版までのことが綴られている。

　アンリエット・グランダによる写真は、シャールの故郷リル・シュル・ソル

グを中心に、フォンテーヌ・ド・ヴォクリューズ、ル・トール、ラーニュなど

ヴォクリューズ県のシャールゆかりの地で撮られており、撮影にはシャールが

同行している。さらに ₃枚のポートレートのうち ₂枚はシャールと関係の深い

人物のもので、一方はルイ・キュレル、もう一方はリュシアン・マチューであ

る。ルイ・キュレルは、シャールの幼馴染フランシス・キュレルの父であるが、

シャールにとっても父のような存在であり、散文詩「ルイ・キュレル・ド・

ラ・ソルグ」を捧げている。またリュシアン・マチューはラーニュで農業を営

むマチュー一家の次男である。シャールと彼らとの付き合いは長男アンリが詩

を書いていたことから始まるが、シャールは彼らの母マルセルと親しく、アン

リエット・グランダとの写真撮影には彼女も同行している。一方カミュ夫妻は

マチュー家の長女ジャンヌ・ポルジュの一家と懇意にしていた。しかしこのよ

うにカミュにとっては無関係な人物ではないとはいえ、また何度も訪れるほど

南仏の風土を好んでいたとはいえ、シャールの故郷と故郷の友人の写真に、カ

ミュだけがテクストを付し、シャールはパラテクストを担うのみというのはい

ささか奇妙ではないだろうか。なぜシャールは、自身の故郷の写真にテクスト

を添えなかったのだろうか。その理由について、本稿では計画の誕生とその後

の経緯、シャールと写真、カミュの死から出版までを辿りながら考察したい。

1 ．計画の誕生と経緯

　最初に述べたようにこの写真集の出版は₁₉₆₅年であるが、そのきっかけは、
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シャールの詩に魅了された若き写真家アンリエット・グランダがリル・シュル・

ソルグにシャールを訪ねたことに遡る。共作の誕生は、後書き「ある友情の誕

生と夜明け」において次のように語られている。

　『太陽の後裔』は、写真家アンリエット・グランダとの出会い、カミュがこの地方
を歩き回ることにますます覚えるようになった悦び、そして、アンリエット・グラ
ンダの最初の写真を見たときに、絵葉書や調査資料とは違い、それらの無意識のわ
ざとらしさがすぐさま遠ざけてしまうようなイマージュ、ポートレート、ヴォク
リューズの風景を手に入れたいという私の願望から生まれた︵₂︶。

　そして『太陽の後裔』に使われることになる写真は、₁₉₅₀年の夏と秋に撮影

された。続いて₅₁年に、シャールはこれらの写真を本にする計画をカミュにも

持ちかける。後に挙げるカミュとシャールの書簡から、当初カミュだけではな

くシャールもテクストを書く計画だったことが知られるが、最終的に断念した

理由については、「カミュの書いたテクストが私のなかにわき上がってきたと

き、私がそこに加わるのは意味のないことのように思えた︵₃︶」としか説明され

ていない。しかしシャールがカミュにあてた複数の書簡からは、シャールが写

真のためのテクストの執筆に腐心していたことがうかがえる。

　まず写真集の計画は、書簡では₅₁年 ₂ 月の手紙で初めて話題に上る。フラン

ク・プラネイユの注記によると、この頃カミュは『反抗的人間』の執筆中で、

この日のシャールへの手紙でも、「一月前から絶え間のない仕事にのめりこんで

いる」ことを告げ ︵₄︶、共作について次のように述べている。

　結果：私は余分な一滴のエネルギーもなく、とりわけこれらの写真のテクストに
向けて十分な活力がありません。私はそれらを眺め、利用しています。と同時に、
あなたの計画を遅らせるのは気がとがめます。おそらく私たちは順番を逆にして進
めることができるのではないでしょうか。あなたから始めてもらえませんか。仕事
から解放されたら、取り掛かるよう努めます。ところでこれらの写真の複製を持っ
ていますか︵₅︶。

そしてこの執筆の順序を逆にしたいというカミュの提案に対してシャールは次

のように快諾している。
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　私たちの写真の本のことは心配しないでください。それには私が取り掛かります
から。お越しになる際、写真を持って来て下さい。というのも、私の記憶にはそれ
らを留めているものの、複製を持っていないので︵₆︶。

しかし期限より早く原稿を仕上げたカミュは再度次のように書き送る。

　私があなたに言っていたのとは反対に、私は思っていたより少し早く仕事を終え
たので、写真集に取り組むことができました。したがって、おおよそ一週間後に草
稿を持って再訪するので、それらについて議論できるでしょう︵₇︶。

このようにしてカミュの最初の原稿は完成し、それを読んだシャールも執筆に

着手する。

　柳の幹の頭にもかかわらず、私たちの共同作業に悦びをもって取り掛かっていま
す。もうじき最初の草本をお伝えできるでしょう。あなたの担当部分はとても美し
い。私はあなたをあまり失望させないように努めています︵₈︶。

しかしシャールの原稿は完成せず、 ₂年以上経過した₅₃年₁₀月になって次のよ

うに告げる。

　私は、散文で
0 0 0

書いたものをタイプ原稿にして読み返してみると、満足できません
でした。ですからすっかり変更したのですが、私が感じていることをもっとも上手
く言えるのは、闘い、呼吸する一つの詩

0 0 0 0

によってです。私の遅れを許しください。
できる限り最高のものにしたいのです︵₉︶。

そしてとうとうシャールは₅₄年の ₂月のカミュ宛の手紙で、『太陽の後裔』の序

文となる詩をアンリエット・グランダに渡したことを知らせる︵₁₀︶。しかし決定

稿の緒言となる詩は、最初に述べたように既出の「刻々と」であり、結局シャー

ルは『太陽の後裔』のためのテクストは書けなかったということになる。しか

し上記に引用した一連のシャールの書簡からは、テクスト執筆への強い意志が

示されている。にもかかわらず、なぜ断念することになったのだろうか。一つ

には計画を発案し写真を撮影した時期から₅₄年に至るまで、リル・シュル・ソ

ルグのシャールを取りまく環境の変化が挙げられる。というのも₅₂年にはルイ・

キュレルが亡くなり、また₅₁年には実母が亡くなったことにより生家であるネ
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ヴォン喪失の危機に陥るからだ。実際に競売にかけられたのは₅₅年のことであ

るが、それまで売却をめぐり兄弟間で対立しており、₅₄年には「ネヴォンの喪

しみ」を発表している。しかしその一方でこの韻文詩において在りし日のネヴォ

ンが想起されていることを考えれば、環境の変化だけが『太陽の後裔』執筆断

念の原因とは考えにくい。プレイヤッド版の序文でジャン・ルドーは、「ネヴォ

ンの喪しみ」の一部を挙げながら「シャールの態度には陰鬱な悦楽がない︵₁₁︶」

と述べており、さらにそれを受けてパトリック・ネはシャールの回帰について

「ノスタルジーではなく、まさに『見出された時』のプルースト的な啓示︵₁₂︶」だ

と述べている。そうであるなら、なぜ『太陽の後裔』で同様のことができなかっ

たのだろうか。写真にテクストを付すということと、過去を回顧するのではな

く生起させることは両立し得ないのだろうか。つまり執筆の妨げとなったのは、

故郷の写真にテクストを添えるという作品の特殊性なのだろうか。これらにつ

いて考えるため、次にシャールがイマージュをどのように捉えていたかという

問題について、表現と現実との関わりという視点から考察をすすめたい。

2 ．シャールと写真

　シャールの絵画に関する言説が特殊なものであることは、すでにダニエル・

ルクレールによって次のように指摘されている。

　₁₉₄₇年から₁₉₅₈年の間に書かれた画家や彫刻家についてのテクストは、シャールに
とって一方で絵画や彫刻の不動性、他方でその非時間性を受け入れることの難しさを
示している。シャールは作品を紹介する度に、背景を与え、背景の物語を創り出す︵₁₃︶

それに加えて例えば₁₉₃₄年にオランジュリー美術館で『囚われ人』の標題で展

示されたジョルジュ・ド・ラ・トゥールの絵画は、後になって実際には囚人で

はなく『妻に嘲弄されるヨブ』が描かれているとして標題が修正されるが、

シャールはジョルジュ・ド・ラ・トゥールが人間の姿の下に天使（実際にはヨ

ブの妻）を描いたという考えを変えていない︵₁₄︶。また拙論でも触れたが、ラス

コー洞窟壁画の「一角獣」についても、現実のどの動物が描かれているかより

も、それが自身にとってどのように立ち現れるかに重きが置かれている︵₁₅︶。つ



―   ―86

まりシャールは絵画に描かれたものを、現実に存在するものとの関係では見て

いない。では写真はどうだろうか。実はシャールは写真についてあまり多くを

語っていない。写真付きテクストについても、たとえば絵葉書にアフォリズム

を添えた『ムーラン・プルミエの束』や詩とそれに関連する風景の写真で構成

された『上流への回帰の標識』のようなものはあるが、これらはすでに書かれ

たテクストを用いている。よって、写真から着想したテクストから成る作品は、

₁₉₃₀年出版の『秘密の墓』に遡る。つまり『太陽の後裔』は、故郷の写真にテ

クストを付けるという一見何でもないような企画だが、シャールにとっては新

しい試みだったと言える。

　『秘密の墓』の出版年である₁₉₃₀年、シャールはすでにシュルレアリスムに参

加していた。作品はエリュアールのエピグラフで始まり、 ₂つ目の詩編「近い

将来に」にはブルトンへの献辞が添えられている。さらに作品はブルトンとエ

リュアールによるコラージュが施された写真にアロイジウス・ベルトランのエ

ピグラフで閉じるなどシュルレアリスム的なパラテクストに溢れている。しか

しその前衛的な見かけとは相反し、₁₀枚ある写真にはシャールの友人や遠縁の

古い写真が多く含まれる︵₁₆︶。最初の詩「美しい建造物あるいは予感」もシャー

ルの代母ローズ姉妹の若い頃の写真である。この写真は ₃本に株立ちした木を

囲うように ₄人の同年代の女性がカメラの方を向いてポーズを取っている。一

人は中央で ₂本の幹の間に半ば腰かけており、左右の女性は幹に手をかけ木に

体を寄せている。残りの一人は中央の女性の後方で、幹と幹の間に入り込むよ

うに茎に登って立っている。そしてこの写真の右ページに付けられたシャール

の詩は次のようなものである。

J＇écoute marcher dans mes jambes

La mer morte vagues par-dessous tête

Des yeux purs dans les bois

Cherchent la tête habitable︵₁₇︶

ぼくは聴く、ぼくの脚のうちで
波を頭の下にして、死んだ海が歩くのを
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林の中の純粋な眼が
住むことのできる頭を探してる

二つ目の二行詩についてオリヴィエ・ブランは、「林の中の純粋な眼が／住むこ

とのできる頭を探してる」は写真の女性たちと関連付けられ、「住むことのでき

る頭」は読者の頭に差し向けられると指摘している︵₁₈︶。しかしそれだけではな

く、「脚」は、株立ちした幹から連想されているように見え、またタイトルの

「美しい建造物」は、この木と女性たちによるオブジェと解釈できる。しかし被

写体の女性たち、つまり現実に存在していた女性たちについては何も語られて

いない。たとえばこれが見ず知らずの ₄人の女性の写真からインスピレーショ

ンを受けたテクストだと言われても違和感を覚えないのではないだろうか。し

かしながら、写真左と中央の女性は先にも述べたようにシャールの代母ローズ

姉妹で、厳格なカトリック教徒の実母とは異なり、シャールは彼女たちから深

い愛情を受けていた。さらに姉妹はマルキ・ド・サドの公証人の末裔でもあり、

シャールのサドへの関心にも貢献している。しかし彼女たちに関する情報は何

もない。それに対し、『太陽の後裔』におけるルイ・キュレルとリュシアン・マ

チューの写真に付けられたカミュのテクストはこれとは対照的である。

　La vérité a un visage d＇homme︵₁₉︶.

　真実が人間の姿をしている。

　D＇autres après nous encore recevront sur cette terre le premier soleil, se battront, 

apprendront l＇amour et la mort, consentiront à l＇énigme et reviendront chez eux en 

inconnus. Le don de vie est adorable︵₂₀︶.

　ぼくたちの後にもまた別の人々が、この大地で最初の太陽を受け、闘い、愛と死
を学び、謎に同意し、見知らぬ者となって彼らのうちへ戻っていくだろう。人生の
贈り物は愛らしい。

ルイ・キュレルは最初に述べたように、早くに実父を亡くしたシャールが父の

ように慕った人物である。共産党員で、職業は川辺の草刈りや農業に従事して

おり、ブルジョワ家庭に育ったシャールにとっては別の階級に属していた。し

かし、「骨折り損の仕事への誇り、自然への造詣、政治参加によって、シャール

はルイ・キュレルを無条件に敬服するようになる︵₂₁︶」と伝えられている。そし
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て占領中はシャールと彼自身の息子フランシスのレジスタンス活動に協力する。

『太陽の後裔』の胸から上のルイ・キュレルのポートレートは、質素な服装で

まっすぐ前を見ており、それゆえカミュのテクストは、写真の人物から受ける

印象をよく物語っている。しかしながらテクストはその印象以上に、被写体で

あるルイ・キュレルの実際の人柄に依拠しているのではないだろうか。つまり

『秘密の墓』では、写真と詩編の関係はかろうじて見出すことはできても、写真

から知り得ない被写体の情報との関係は見出すことができない。しかし『太陽

の後裔』では、写真とその対象、そしてテクストの三つは互いに補完しあって

いる。一方リュシアン・マチューの写真は上方を軽く見上げている写真で、太

陽の方を見つめているように見える。そのことから「この大地で最初の太陽を

受け」は写真との関係で解釈されるが、「ぼくたちの後にもまた別の人々が」に

ついては、被写体との関係で理解される。というのもリュシアン・マチューは

₁₉₃₀年の生まれで、その母マルセルとの方が歳の近いシャールにとっては次の

世代に属している。カミュはシャールよりも年下ではあるが、リュシアンが彼

らの「後裔」となって次の世代を引き継ぐと解釈できるだろう。

　繰り返しになるが、『秘密の墓』におけるローズ姉妹の写真は、オリジナルで

ある被写体に対して副次的なものとして機能しておらず、シャールのテクスト

を支えているのは、そこに写っているものとそこからのインスピレーションで

ある。それに対しルイ・キュレルの写真は、カミュのテクストと合わせて観賞

することにより被写体のつましくも高潔な人柄を伝える媒体として機能してい

る。リュシアン・マチューの場合も、その若さと前途を称えるテクストには写

真からは知り得ないが、現実に存在する被写体の情報が含まれている。最初に

引用したシャールによる後書きから、『太陽の後裔』の目的は、写真を詩作の原

動力として用いるのではなく、そこに写っている対象すなわちヴォクリューズ

の風景を本の中に永遠に残すことだったと考えられる。よってこのような種類

の写真について語ることは、カミュのテクストのように写真を媒体として扱い、

写真だけではなくその被写体についても語ることが必要だったのではないだろ

うか。しかしシャールにはそれができなかった。あるいはそうしなかった。そ

の挫折もしくは拒絶はシャールにとって写真とは、それを通して撮影時の記憶

や被写体にまつわる思い出を語るような媒体ではないことに起因するのではな
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いだろうか。言いかえれば写真をレトロスペクティヴに見ていないという点に

あるように思える。ミシェル・コローはシャールの特に散文詩における半過去

の効果について触れながら「それ［半過去］は、レトロスペクティヴのただ中

でパースペクティヴを導入しながら、後方への回帰をシャールの時間性の根本

的に未来予測的な方向性と両立させる︵₂₂︶」としているが、この両立をさらに写

真という媒体と共存させるのは難しかったと考えられる。

3 ．真の共作

　『太陽の後裔』には、カミュの死後シャールによって若干の変更がなされたテ

クストと、後に挿入された ₁枚の写真とそのためのテクストがあることが明ら

かになっている。後者は XXVのソルグ川の支流を背景に若い女性の横顔が写っ

た写真である。フランク・プラネイユによるとこれは次のような経緯で加えら

れた。

この詩は作品の構成の時点でシャールによって加えられた。これによって、シャー
ルはカミュがやりかけた身振りを完成させる。カミュはアンリエット・グランダに
宛てた₁₉₅₃年 ₃月₃₁日付けの手紙で次のように書いている。「私はヴォクリューズに
ついての本に最後の仕上げをしているところです。私がすでに見たことのあった写
真にあなたが加えた女性の写真は、同じ性質のものではないと思っています。しか
しそれでも ₁枚必要でしょう。というのも、私はこの詩集には女性の顔が必要だと
考えているシャールに賛成だからです。最終的な選択を私の自由にさせてほしくな
いので、たくさんは送らないでください︵₂₃︶。」

このようにして加筆されたシャールのテクストは、シャールによるものと注記

されることもなく、他と同様、女性の写真の左ページに添えられている。

　Pour la maison rugueuse, le profil d＇un visage dessiné par le courant des eaux︵₂₄︶.

　ごつごつした家のために、水の流れによって描かれたある顔の輪郭。

シャールによって全文が書かれたテクストはこれだけであるが、トポグラフィ

において先の二人の人物は固有名詞が明かされているのに対し、こちらは 「ソ
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ルグ川沿いの若い娘」 « Jeune fille au bord de Sorgue »とだけ記されている。後

書きでも「若い娘は結婚し、いなくなってしまった」と言及されているのみで

名前は明かされない。つまり意図的に未知で異質なものとして女性の顔を挿入

している。さらに被写体の素性について言及していない写真についてのみシャー

ルによるテクストが存在するというのは象徴的である。なぜならテクストはそ

の写真に写る女性との関係でしか読むことができないからである。すなわち

シャールによるテクストは、カミュのテクストと異なり、被写体である現実の

女性とテクストの関係がすっぽりと抜け落ちている。

　さらに XIXの丘陵に立つオリーヴの木々の写真のために書かれたカミュの原

稿は次のようなものであった。

　Au milieu de l＇hiver, sous la rude lumière froide, les olivettes retentiront du bruit sec 

et impatient que font les gaules contre les branches. L＇herbe morte refleurira sous les 

bâches rouges et vertes. Ainsi, éternellement, pleuvront sur ma face levée vers toi, les 

petits fruits noirs et lisses, avant de rouler au pied de l＇arbre, parmi les violettes. La 

jouissance est une pluie fraîche︵₂₅︶.

　冬のただ中、粗野で冷たい光の下で、竿が枝に当たって立てる乾いたせっかちな
音にオリーヴの実が反響するだろう。枯れた草は、赤そして緑のシートの下でまた
蘇る。そうして、永遠に、君を見上げた私の顔に、黒くてなめらかな小さな実の雨
が降るだろう、木の根元や菫の間に転がる前に。悦びは新鮮な雨だ。

トポグラフィによるとこの写真は「ラーニュにて、レバンケのオリーヴの木々」 

« Les oliviers du Rébanqué, Lagnes »を撮影したものである。リル・シュル・ソ

ルグ近郊のラーニュにあるレバンケは、先に触れたマルセル・マチューが所有

していた山小屋で、シャールが大変好んでいた場所である。『朝の人々』の作品

の多くが電気も水道もないこの山小屋で書かれた。また多くの友人をここに招

いており、カミュももちろんその客人の一人である。そのためか人物が写って

いないモノクロの写真にも関わらず、オリーヴの収穫で戯れる恋人らしき二人

の姿が、シートの赤と緑、オリーヴの黒、菫の紫により色彩豊かに描写されて

いる。しかしこのテクストにはシャールの手が加えられ、決定稿は次のように

なる。
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　A la fin de l＇automne, sous la lumière inquiète, viendra l＇olivaison. Sur ma face levée 

vers toi sauteront les petits fruits noirs et lisses. La jouissance est une pluie fraîche︵₂₆︶.

　秋の終わり、不安な光の下で、オリーヴの収穫の時期がやってくるだろう。君を
見上げた私の顔に黒くなめらかな小さな実が飛んでくるだろう。悦びは新鮮な雨だ。

　そして VIIの「ヴォクリューズの熟れた草本」« Herbe mûre du Vaucluse »も

わずかながらシャールによって書きかえられている。次がカミュのテクストで

ある。

　Voici le lit de l＇amour. La place est encore chaude. On les entend rire au loin︵₂₇︶.

　これは愛のベッド。この場所はまだ暖かい。彼らが遠くで笑っているのが聞こえる。

このカミュのタイプ原稿に対しシャールは « lit »の前に « proche »を加え、
« encore »を « déjà »に入れ替えている。

　Voici le proche lit de l＇amour. La place est déjà chaude. On les entend rire, au loin︵₂₈︶.

　これは親密な愛のベッド。この場所はもう暖かい。彼らが遠くで笑っているのが
聞こえる。

この変更はわずかではあるが、テクストの意味を決定的に変えている。カミュ

のテクストのように « encore »なら恋人たちがすでにこのベッドを立ち去り、

遠くで笑っている様子が表現されており、« déjà »ならこれから遠くで笑って

いる恋人たちがやってくると予感させる。またオリーヴの木の写真のテクスト

でカミュは単純未来を使っているが、これは写真の現在に対する未来であり観

賞者にとってではない。それに対しシャールは「オリーヴの収穫（l＇olivaison）」

という毎年繰り返される行為を表す言葉を用いており、これによって写真の現

在に対しても、写真を観る者にとっても、収穫の様子が未来に属する。モーリ

ス・ブランショはシャールの詩について「あらゆる始まりをしるす言葉は、お

よそ最もやさしくおよそ最も密やかな運動であるにもかかわらず、無限にわれ

われに先行するがゆえに、最も強く揺り動かし、最も強く要求する言葉なので

ある︵₂₉︶」と述べているが、シャールは、いつか来る未来ではなく、私たちが永

遠に追い越すことができない未来を提示する。

　しかしながら『太陽の後裔』のように、写真とともに故郷の風景を語るとい
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うコンセプトのテクストには、多かれ少なかれ写真の対象に対して回顧的な視

点が必要である。それはシャールの未知のものに向かう詩作と矛盾しており、

テクストを書けなかった最も大きな原因はここにあるのではないだろうか。た

だしこの変更された二つのテクストはシャールの特徴が極めて顕著に表れてい

ると同時に、それまでのシャールのテクストにはない特徴も備えている。とい

うのも全文をシャールが執筆した先の女性の横顔とは異なり、写真に写る風景

が呼び起こす記憶についても語っているからである。そしてそれはもちろんカ

ミュによって書かれたテクストに支えられている。

結びに代えて

　シャールは後書きでアンリエット・グランダの撮影について次のように述べ

ている。

　私はアンリット・グランダがその対象とともに、私たちの風景のイマージュであ
り、他の人には見えない後背地を捉え、このように言うことが大胆すぎるのでなけ
れば、私が詩のなかで到達したいと努力しているものを私たちに与えてほしいと思っ
ていた。すなわち覆われた過去そして現在、そこでは一本の大胆な矢が上空を飛び
豊かにする喧騒が浮かび上がる︵₃₀︶。

結局、シャールは数年間かけてもこの写真に付けるテクストを書くことができ

なかった。しかしシャールが介入した先のテクストは、写真とその対象に対峙

したカミュのテクストの助けを借り、写真の風景が呼び起こす喧騒を引き出し

ながら、さらに写真を未来へ開かせることに成功している。
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